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遊ゆう教室（勝山保健福祉センター）

－サロンをはじめたきっかけは？
　合併前から、保育園を退職された先生、市の保
健師、愛育・栄養委員の方々とボランティア活動
としておこなっていました。社協の職員から声掛け
があり、今は「ふれあい・いきいきサロン助成」を
受けて活動しています。
－どのような方が参加していますか？
　保育園、こども園に通園していないお子さんと
お母さんが対象で、時々、おばあさんやお父さん
の参加もあります。
　お昼までサロンで過ごした後、お母さん達でお
弁当を食べて子ども達と遊んで、親子で時間を過
ごしています。
－気をつけていることはありますか？
　とにかく、ケガの無いようにしています。親子
のふれあう場所、お母さん同士子育てや悩みの相
談が出来る場所というのは子育て支援として大切
なことだと思います。ここがお母さんの元気にな
れる場所になったらと思っています。

「友達づくり」「情報交換」「友達づくり」「情報交換」

子育ての楽しさ広げる場子育ての楽しさ広げる場
市内に2カ所
子育てサロ

ン市内に2カ所
子育てサロ

ン 担い手さんにインタビュー！
遊ゆう教室（勝山）
【勝山保健福祉センター（毎月第３木曜日）】

－参加者にとって、どのようなサロンでありたいと
　思いますか？
　家事に育児に、自分の時間が持てないお母さん
もいます。このような場に出て来てもらって、少し
でも「楽しかった」「また参加しよう」と思っても
らえたり、ほんのわずかでも手助けが出来たなら
嬉しいです。お母さんの気持ちに沿うようなサロ
ンでありたいと思っています。
　この活動が継続していけるように、次の担い手
の方がいてくれればと願っています。

【参加者の声】よく来させてもらっています。こういう場所があるのは本当にありがたいです。助かってます。
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―

活
動
期
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

　

10
年
く
ら
い
で
す
。
平
成
20
年
頃
か
ら
社
協

の
助
成
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン

を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
、
誰
か
の
家
に
集
ま

る
よ
り
も
、
公
共
の
場
で
集
ま
る
方
が
気
兼
ね

な
く
集
ま
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　

当
初
は
、
月
田
地
区
の
親
子
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
勝
山
地
域
全
般
の
方
に
多
く
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
の
ク

チ
コ
ミ
や
保
健
師
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
で
参

加
が
あ
る
よ
う
で
す
。

―

参
加
者
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

　

今
日
は
、
親
子
で
24
名
で
す
。
４
月
か
ら
２

月
末
ま
で
を
集
計
す
る
と
、
延
べ
７
９
７
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
お
お
よ
そ
20
人
程
の
参
加

が
あ
る
の
で
、
お
母
さ
ん
同
士
が
助
け
合
っ
て

子
ど
も
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
も
母
親
が
い
る
こ
と
で
伸
び
伸
び
と
過
ご
し

て
い
ま
す
。

―

参
加
者
に
と
っ
て
サ
ロ
ン
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

　

こ
こ
で
は
、
社
協
の
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
」
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

―

『
息
づ
い
て
い
る
』
と
い
う
の
は
？

　
「
友
達
作
り
」「
子
育
て
の
悩
み
の
共
有
」「
情

報
交
換
」の
場
、
つ
ま
り
、『
助
け
あ
い
・
支
え

合
い
の
場
』
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

県
南
・
県
外
か
ら
お
嫁
に
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
、
少
子
化
で
昔
の
よ
う
に
子
育

て
を
さ
れ
て
い
る
方
が
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
。
子
育
て
で
怖
い
こ
と
は
『
孤

立
す
る
こ
と
』
だ
と
思
い
ま
す
。「
自
分
の
や
り

方
は
合
っ
て
る
の
か
な
・
・
・
」
と
悩
ん
で
行

き
詰
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
虐
待
な
ど
の
悲
し

い
事
件
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
度
、
勝
山
地
区
の
出
産
率
は
前
年
よ
り

大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
は

出
産
後
２
〜
３
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
上
の
子
を

連
れ
て
来
ら
れ
る
お
母
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
て
、
子
ど
も
の

尊
さ
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
共
有
し
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

月田こども広場（勝山）
【勝山月田公民館(毎週水曜日)】

【
参
加
者
の
声
】

・年
齢
の
近
い
子
と
遊
べ
て
、子
ど
も
も
私
も

喜
ん
で
い
ま
す
。

・お
友
達
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。こ
こ
に

来
る
と
誰
か
お
ら
れ
る
の
で
、安
心
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

生命保険協会 岡山県協会から
木のおもちゃを寄贈いただきました

みんなで楽しく遊んでいます♪

安
心
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
の
た
め
に…

安
心
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
の
た
め
に…

ボ
ラ
ン
ティ
ア

活
動
保
険
の

お
知
ら
せ

　
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
保
険
は
、
日
本
国

内
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
中
に
お

こ
る
様
々
な
事
故
に
対
す
る
備
え
と
し

て
、
無
償
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の

方
々
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。

■
保
険
料

　
年
間
保
険
料
（
Ａ
プ
ラ
ン
）
３
５
０
円

■
補
償
期
間

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　  

〜
２
０
２
０
年
３
月
31
日

■
保
険
金
を
お
支
払
い
す
る
主
な
例

　
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
中
に
・
・
・

　
　
①
転
ん
で
ケ
ガ
を
し
て
通
院
し
た
。

　
　
②
誤
っ
て
利
用
者
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て

　
　
　
し
ま
っ
た
。

　
　
③
誤
っ
て
花
瓶
を
落
と
し
て
壊
し
て

　
　
　
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
の
際
に
、
保
険
金
を

お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　
真
庭
市
社
協
本
所
・
各
支
所
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
内
容
等
に
つ
い
て

詳
し
く
は
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

答え  ②｢18歳未満」を児童と定めているよ！
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【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
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　児童福祉法は、戦後間もない1948年（昭和
23）年4月1日に施行されました。これは、戦争
で親を亡くし、家をなくし、路上生活していた孤
児たちのすこやかな成長・権利を守ることが背
景にありました。
　法律の中身は、児童の健全な育成や、児童の福
祉を守り、積極的に推進することを基本精神と
していて、児童福祉を担当する公的機関や各種
施設及び事業に関する基本原則が定められてい
ます。
　この法律で、児童相談所や保育所・児童養護施
設などの児童福祉施設が設立されることになり
ました。

「児童福祉法」「児童福祉法」

マメ知識マメ知識

北　房（真庭市役所北房振興局）

落　合（落合老人福祉センター）

勝　山（勝山保健福祉センター）

美　甘（真庭市役所美甘振興局）

久　世（本庁舎２階第４相談室）

川　上（川上老人福祉センター）

湯　原（真庭市役所湯原振興局）
※真庭消防署湯原分署移転工事のため

25日（木）

11日(木）

24日（水）

5 日（金）

9 日（火）

18日（木）

12日（金）

  9時～12時

  9時～12時

  13時～16時

※相談は無料です。予約は必要ありません。
　どちらの相談所でも相談可能ですので、ご利用ください。

心 配 ご と 相 談 所心 配 ご と 相 談 所
4月の予定

電話（0867）４２－１００５電話（0867）４２－１００５

暮らしや家族に関する不安ごと、福祉についての相談など日常
のさまざまな心配ごとについて相談を受け付け、解決に向けて
支援します。※秘密は固く守られます。

暮らしや家族に関する不安ごと、福祉についての相談など日常
のさまざまな心配ごとについて相談を受け付け、解決に向けて
支援します。※秘密は固く守られます。

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください

【
本
　
所
】

滝
本
　
正
則（
三
　
阪
　
香
典
返
し
）

古
山
　
　
輝（
草
加
部
　
見
舞
返
し
）

西
田
　
康
子（
富
　
尾
　
香
典
返
し
）

岡
本
　　
自（
樫
　
東
　
香
典
返
し
）

山
根
　
玉
江（
久
　
世
　
香
典
返
し
）

山
田
　
泰
彦（
多
　
田
　
忌
明
け
）

後
安
　
秀
夫（
　
惣
　
　
香
典
返
し
）

後
安
　
秀
夫（
　
惣
　
　
忌
明
け
）

中
尾
　
晋
始（
目
　
木
　
香
典
返
し
）

細
川
　
德
美（
目
　
木
　
香
典
返
し
）

前
田
　
亮
佑（
　
惣
　
　
忌
明
け
）

清
友
　
義
治（
草
加
部
　
香
典
返
し
）

【
北
房
支
所
】

谷
田
　
　
進（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

池
田
　
邦
江（
下
呰
部
　
見
舞
返
し
）

安
田
　
恵
子（
上
中
津
井
　
見
舞
返
し
）

髙
野
美
智
子（
下
中
津
井
　
香
典
返
し
）

紙
谷
　
吉
明（
五
　
名
　
香
典
返
し
）

植
田
　
　
豊（
上
水
田
　
見
舞
返
し
）

【
落
合
支
所
】

森
下
　
利
宏（
日
　
名
　
香
典
返
し
）

首
藤
　
三
郎（
上
河
内
　
香
典
返
し
）

今
石
　
敬
子（
上
市
瀬
　
忌
明
け
）

徳
山
　
妙
子（
上
市
瀬
　
香
典
返
し
）

徳
山
　
妙
子（
上
市
瀬
　
忌
明
け
）

白
石
　
　
勲（
上
河
内
　
香
典
返
し
）

小
金
　
良
江（
落
合
垂
水
　
忌
明
け
）

山
田
　
義
隆（
上
河
内
　
香
典
返
し
）

河
本
　
京
子（
下
河
内
　
見
舞
返
し
）

竹
田
　
和
子（
下
市
瀬
　
忌
明
け
）

田
渕
　
尚
洋（
古
　
見
　
忌
明
け
）

侘
美
　
悦
二（
上
　
山
　
香
典
返
し
）

樋
口
　
勝
宏（
平
　
松
　
見
舞
返
し
）

樋
口
　
勝
宏（
平
　
松
　
香
典
返
し
）

樋
口
　
勝
宏（
平
　
松
　
忌
明
け
）

福
原
　
茂
二（
下
市
瀬
　
香
典
返
し
）

川
崎
　
邦
夫（
開
　
田
　
香
典
返
し
）

平
本
　
雅
雄（
落
合
垂
水
　
忌
明
け
）

難
波
　
健
二（
下
　
方
　
香
典
返
し
）

建
井
　
正
規（
上
市
瀬
　
香
典
返
し
）

布
野
　
謙
二（
下
市
瀬
　
香
典
返
し
）

谷
本
　
　
優（
鹿
　
田
　
香
典
返
し
）

湯
浅
　
　
稔（
下
河
内
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

池
田
　
誠
吾（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

樋
口
　
　
保（
福
　
谷
　
香
典
返
し
）

表
江
　
　
操（
月
田
本
　
香
典
返
し
）

赤
岩
　
紀
子（
神
　
代
　
忌
明
け
）

河
内
　
信
二（
月
田
本
　
香
典
返
し
）

本
田
　
順
正（
本
　
郷
　
香
典
返
し
）

森
　
　
房
子（
月
　
田
　
見
舞
返
し
）

【
美
甘
支
所
】

持
徳
　
章
一（
美
　
甘
　
香
典
返
し
）

川
西
　
泰
彦（
美
　
甘
　
香
典
返
し
）

山
口
　
達
哉（
美
　
甘
　
忌
明
け
）

【
湯
原
支
所
】

白
石
　
隆
雄（
粟
　
谷
　
香
典
返
し
）

白
石
　
隆
雄（
粟
　
谷
　
忌
明
け
）

伴
　
　
義
治（
釘
貫
小
川
　
香
典
返
し
）

濱
子
　
訓
志（
岡
山
市
　
香
典
返
し
）

内
田
　
耕
生（
本
　
庄
　
香
典
返
し
）

【
八
束
支
所
】

村
上
　
哲
章（
蒜
山
下
長
田

　
香
典
返
し
）

入
澤
　
秀
樹（
蒜
山
下
長
田

　
香
典
返
し
）

丸
山
　
人
士（
蒜
山
上
長
田

　
見
舞
返
し
）

福
井
　
章
雄（
蒜
山
上
長
田

　
香
典
返
し
）

山
岡
　
宣
夫（
蒜
山
下
福
田

　
香
典
返
し
）

岡
田
　
知
博（
蒜
山
下
見
　
忌
明
け
）

脇
田
　
伸
之（
蒜
山
上
長
田

　
香
典
返
し
）

柴
田
　
浩
伴（
蒜
山
中
福
田

　
香
典
返
し
）

柴
田
　
浩
伴（
蒜
山
中
福
田

　
忌
明
け
）

入
澤
　
貞
夫（
蒜
山
下
長
田

　
香
典
返
し
）

池
田
　
文
宣（
蒜
山
富
掛
田

　
そ
の
他
）

【
川
上
支
所
】

蔵
富
　
　
一（
蒜
山
東
茅
部

　
香
典
返
し
）

砂
村
　
　
亨（
蒜
山
西
茅
部

　
香
典
返
し
）

長
恒
　
　
充（
蒜
山
下
徳
山

　
香
典
返
し
）

合
　
計

百
九
万
七
千
円

寄
付
金 

二
月
二
十
八
日
〆

　
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付
並
び
に
平

成
30
年
7
月
豪
雨
岡
山
県
災
害
義
援

金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
ご
寄
付
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
行

い
ま
す
各
種
社
会
福
祉
事
業
へ
、義

援
金
は
岡
山
県
共
同
募
金
会
に
送
金

さ
れ
、配
分
委
員
会
の
決
定
の
も
と
、

被
災
者
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

【
本
　
所
】

・
真
庭
市
消
防
本
部

　「
消
防
士
の
台
所 

in
真
庭
」

平
成
30
年
7
月
豪
雨
岡
山
県

災
害
義
援
金
寄
付
者
一
覧

【
敬
称
略
・
受
付
順
】(

２
月
28
日
〆)

児童
のすこ

やかな育成をめざして

答えはどこかのページにあるよ！

児童福祉法の「児童」って何歳まで？
　①中学校卒業までの「１５歳未満」
　②高校卒業までの　「１８歳未満」
　③成人するまでの　「２０歳未満」
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発
行
所
：
社
会
福
祉
法
人
 真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
7
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市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
交

流
や
情
報
交
換
か
ら
、
活
動
の
推
進
と

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
31
年

２
月
23
日
（
土
）
落
合
総
合
セ
ン
タ
ー
で

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
湯
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
」
の
三
牧
眞
弓
さ
ん
か
ら
、
施
設
や
サ

ロ
ン
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
事

例
発
表
が
あ
っ
た
後
、
活
動
の
参
考
と
し

て
、
粘
土
の
小
物
入
れ
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
約
70
名
の
参
加
が
あ
り
、
他
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
様
子
や
情
報
の

交
換
を
し
、
参
加
者
は
こ
れ
か
ら
の
活
動

の
参
考
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

真
庭
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

は
、
市
内
全
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の

つ
な
が
り
を
深
く
し
、
交
流
・
情
報
交

換
そ
し
て
学
び
の
場
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
「
真
庭
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
会
」
も
こ
の
会
の
活
動
の
ひ
と
つ
で

す
。

　

３
月
１
日
現
在
、
57
の
団
体
が
加
入

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
真
庭
市
社

会
福
祉
協
議
会
本
所
ま
た
は
各
支
所
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　

福
祉
教
育
に
は
２
つ
の
視
点
が
あ
り
、

一
つ
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
福
祉
に
つ
い
て

の
学
び
を
高
め
、
助
け
合
い
の
こ
こ
ろ
を

育
む
視
点
」。
二
つ
目
は
、「
地
域
住
民

の
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
、
安
心
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
、
地
域
の
課
題
解
決
へ

の
力
を
つ
け
る
視
点
」
で
す
。

真
庭
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

｢

真
庭
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

   

協
議
会｣

に
入
り
ま
せ
ん
か
？

in
落合

小物入れ作成！力が入ります！

完成品
【
参
加
者
の
声
】

・
み
な
さ
ん
活
発
に
参
加
さ
れ
、
活
動
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

・
指
と
頭
を
使
っ
て
久
し
ぶ
り
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。

仲間と
一緒に

活動し
よう！

「
福
祉
の
学
び
」を

           

は
じ
め
よ
う

「
福
祉
の
学
び
」を

           

は
じ
め
よ
う

そ
も
そ
も…

「
福
祉
教
育
」って
何
？

　

地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
課
題
が
多

様
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
求
め
ら
れ
る
人

材
も
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
担

い
手
が
世
代
交
代
で
き
な
い
」「
活
動
を

理
解
し
て
も
ら
え
な
い
」「
身
近
に
支
援

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」
と
い
っ
た
課

題
の
声
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
や
他
職
種
と
連
携
し
、
地

域
の
福
祉
課
題
解
決
に
向
け
て
事
業
を

推
進
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

う
こ
と
で
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
の

明
確
化
と
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
支

援
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
う
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
が

す
る
の
？

　

地
域
の
会
議
や
会
社
の
研
修
会
な
ど

で
、
職
員
が
学
び
の
提
供
を
し
ま
す
。

職
員
が
伺
い
ま
す
！

①
車
い
す
に
つ
い
て

②
車
い
す
の
介
助
　

③
車
い
す
の
運
転

④
ふ
り
か
え
り

高齢者疑似体験点字講座当事者からのお話 福祉の講話

フットレスト…

各部の
名称

種類

・介助の声かけのしかた
・段差の上り下り

・段差を上る
・落ちたものを拾う

・体験してみた感想と気づき
・自分が出来ること、地域で
  取り組むこと

　地域の集まりや会社の研修会など
で職員が学びを提供します。詳しくは、
本所または各支所までお気軽にお問
い合わせください。

〜
活
動
の
情
報
交
換
〜

広報担当の
つぶやき

桜が咲くと、気分が華やぐ今日この頃です。中国の故事からきたことわざに「春宵一刻値千金（しゅ
んしょういっこくあたいせんきん）」があります。春の夜は花が香り月夜も趣があり、わずかな時間で
も千金の値打ちがあるという意味だそうです。夜桜を見る方は、温かくしてからお出かけください。


